








要約:保健所における学童期の痕育指導の在り方を検討する目的で、平成 9 年度に滋賀県で

行った小児慢性疾患児面接指導、訪問指導、医僚機閥からの痂育指導依頼について実施状

況を分析した。保健所における学 i 期の濠育指導のためには、小児慢性特定疾患治痕研究

事業を通じての痕育指導や医心慌関からの障害児や慢性疾患児に対する痕育指導依頼の普

及のみでなく、教育機関との連携が重要であり、保健所を地域の連絡・調整の核とする原

音指導システムの構築が必要である。 


